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11月16日、嶺北署管内の向山国有林において、自治体、林業事業体の皆さんにも参加いただき総勢
64名で、「電動クローラ型一輪車と金網製獣害防護柵を使用した造林コストの削減に向けた現地検討会」
を開催しました。

この検討会には、森林総合研究所のほかに、エルヴェラボ合同会社、日亜
鋼業（株）、大紀商事（株）の関係する企業の方々にも参加いただき実施し
ました。
業務管理官から「造林コストの縮減と作業負担の軽減に大きく貢献するこ

とを期待しています」との開会挨拶の後、日亜鋼業(株)から、金
網製獣害防護柵の紹介事例として、群馬森林管理署で取組んだ「金
網製獣害防護柵設置に関する総コストの分析及び防護効果の評価」
についての説明があり、斜張樹脂ネット柵・縦張樹脂ネット柵・
金網柵を、作設・点検補修・撤去・環境負荷などの視点で比較し
た場合、金網柵が高い保護性能、苗木被害の低減、資材強度、補
修点検の省力化、長い耐用年数により、柵の張替えの際最も低コ
ストになる等の説明がありました。

次に、電動クローラ型一輪車の紹介やその効果等について、エルヴェラボ
合同会社から「現在は、試験的な導入段階であり、まだまだ改良点は多く残
されているものの、①傾斜約35度まで走行可能であること②約60㎏の資材運
搬が可能である」などの性能について説明がありました。また、急傾斜地の
多い国有林の造林地においても、その高い機動性を維持でき、障害物（根株
岩石等）の回避が容易あること、動力で自走するため直立性が高くバランス
も取りやすいのでハンドル保持の負担が少ないこと、人力の３～４倍の運搬
能力があり労働負担が軽減され生産性が向上する等の詳しい説明がありました。

その後、参加者は４班に分かれ、実際に電動クローラ型一輪車の操作及び金
網製獣害防護柵の設置の体験をしました。
電動クローラ型一輪車の操作では、資材運搬専用型と植栽機搭載型の２種

類の一輪車で山の緩急斜面を走行し、機動性・走破性等を確認しました。
金網製獣害防護柵の設置では、シカ防護用とシカ小動物防護用の２種類の

防護柵を作成の手順等説明を聞きながら、柵の設置作業を体験しました。こ
れまでの樹脂ネット柵の設置とは違い、作業工程が多いことに戸惑いつつも、
金網と金網を結合する会社独自のシンプルで効果的な工具を使用して作設し
時間内に完成することができました。

参加者からの意見として、「電動クローラ型一輪車」については、「機械の
重心がもう少し手前にあったほうが安定走行ができるのではないか。履帯の
幅はもう少し広いほうが安定するのではないか。」「山頂付近でバッテリーが
無くなった場合一輪車を降ろすにはどうするのか。」「１回の充電での作動時
間はどのくらいか」等の質問がありました。また「金網製獣害防護柵」につ
いて、「設置には何人の配置が効率的か。」「耐久年数はどれくらいか。」「倒木
による破損時の補修方法」等について質問がありました。

そのあと、金網製獣害防護柵のメリット、電動クローラ型一輪車を林業の現場で使用するための改良
点などについて、講師より丁寧な回答をいただき理解を深めると共に、その期待される成果や課題等、
今後これらの機材の使用を検討するうえで有意義なものとなりました。

最後に、森林整備部長から、「この現地検討会を通じ造林コストの低減の取り組みが進むことで林業
の発展に寄与することを願う」との講評があり、現地検討会を終了しました。

森林技術・支援センターでは引き続き、「新
しい林業」に資する取り組みを進めるための
現地検討会の開催を企画していくこととしま
す。


